
医療機関（医師）のタイムラインシート

※　災害発生時　町内に居られた場合の行動計画

医療機関名 機関役割 医師名 避難場所 連絡手段 活動場所 休日・夜間
発災後
　　　　～1時間 　～６時間 ～24時間 ～48時間 ～72時間 備　　考

　

　 　 　 　 （連絡先） 　 その他 　 　 　 　 　

中芸クリニック
　

医療救護
所担当医

　

濱宇津良治
　

自院3Ｆ
　

電話
0887－38
－8111

　

医療救護
所

（中芸高校
武道場）

※1
　

在住

※2
　

・患者安全確保

・避難・避難誘
導

・被害確認

・情報収集
　

・状況確認

・災対本部
へ参集

　

・医療救護活
動

・臨機応変
　

同左 同左
　

勤務日
月・火・木・金
9：00～17：30
水・土
9：00～12：30

診療所浸水区域
（Ｌ1想定）
　

　◎　このタイムラインシートは、先生の協力（生命の危機やその他支障がない場合）で策定したもので、決して強制的に実施されるものではあ　
　　　りません。

　※1　浸水被害がない場合は、田野町ふれあいセンター

　※2　水曜日午後、週末は不在



医療機関協力シート

医療機関一覧 災害時の行動プラン

常勤職員数

連絡手段 避難場所
医師 看護師 薬剤師 放射線 理学 作業

1

施　設　名　称 中芸クリニック

医療救護所
1 2 　 　 　 　

電話
0887－38－8111

自院3Ｆ

住　　　　　　所 安芸郡田野町2145-1

2

施　設　名　称 田野病院

救護病院 7 69 2 5 39
18
ST9

電話
0887－38－7111

衛生携帯電話
090－7783－9966

　

住　　　　　　所 安芸郡田野町1414－1

そ
の
他

支　　援　　要　　請　　先

災害対策本部　　　　 保健福祉課　電話：0887－38－2812　　　　　衛星携帯電話：080－2979－5665　　　　　　　防災無線　　無線：413－612　　ＦＡＸ：413－710

あき総合病院 電話：0887－34－3111　　衛星携帯電話：090－6886－8909　　　防災行政無線：490－611　　　防災行政FAX：490－710

県医療本部・支部

安芸支部　　　　電話：0887－34－3173　　衛星携帯電話：090－6886－8902、050－5212－0305
　　　　　　　　　　防災行政無線：83－613、614、376～379　　　防災行政FAX：83－631

県本部　　　　　電話：088－823－9667、9665、9623、9682　　衛星携帯電話：090－6886－8901、050－5212－0300
　　　　　　　　　　防災行政無線：72－9667、72－9682　　　防災行政：72－9137

外部支援投入場所

⇒外部支援
(空路想定場所)

結の丘ドームヘリポート、中芸高校グラウンド、田野中学校グラウンド、田野小学校グラウンド

※　災害発生時　町内に居られた場合



田野町 医療救護行動計画 タイムライン

関係者

準備すべきこと 啓発・訓練・周知 医療救護所 中芸消防本部
田野病院

（救護病院）
医師

（中芸クリニック）
住民 薬剤師会 医療対策安芸支部　 　

時  間

事前準備

□避難経路の確保、資機材の確保
□避難行動要支援者の情報共有
□耐震補強、家具転倒防止対策等の減災
対策
□住民対象の避難所運営マニュアルの作成

□避難場所、医療救護所
の周知
□情報伝達訓練
□応急手当等の訓練、患
者搬送訓練
□津波浸水区域等の啓発
□避難経路・資機材の確認
□避難行動要支援者の確
認
□住民対象の避難所運営
講習

□情報伝達訓練
□トリアージ・応急手当・搬送訓練
□行動計画の確認
□資機材・物品整備

□避難場所、避難ルート、津
波浸水区域の確認
□災害時の対応訓練
□応急手当・搬送訓練講習
□救助訓練、避難誘導等
の実施
□行動計画の確認
□避難行動要支援者の把握

□情報伝達訓練
□避難訓練
□ＢＣＰの確認
□行動計画の確認

□情報伝達訓練
□避難訓練
□行動計画の確認
□啓発・学習

□避難訓練・家具転倒
防止等減災対策
□非常持ち出し袋の準
備
□避難場所・避難ルー
ト・津波浸水区域の確
認
□ケガをしないための
訓練
□応急手当等訓練
□患者搬送・情報伝達
訓練

□各地域・職種ごとの啓
発・学習
□行動計画の確認

□情報伝達訓練
□支部開設訓練
□ＳＣＵ設置訓練
□合同訓練等
□講演会開催等
□各市町村と連携

関係者

地域全体での想定・起こりうること
田野町

災害対策本部
医療救護所 中芸消防本部

田野病院
（救護病院）

医師
（中芸クリニック）

住民 薬剤師会 医療対策安芸支部　 　

時  間

～1時間

□震度６強の地震発生
□大きな揺れ、家屋等の倒壊
□大津波の来襲（最大10ｍ超）、浸水被害
□交通網の寸断、ライフライン停止
□情報通信機能停止
□大津波警報発令
□死者・負傷者・行方不明者発生

□職員本部参集（大津波
警報発令時は避難優先）
□避難・避難指示
□状況把握
□連絡手段の確保

□避難・避難指示
□状況把握
□連絡手段の確保
□医療機関の被害把握

□避難
□避難誘導
□職員の参集・安否確認
□車両避難
□人命救助
□情報収集

□避難・避難指示（２階以上の
避難）
□状況把握
□連絡手段の確保（衛星携帯
電話）

□患者安全確保
□避難・避難誘導（自
院3F)
□被害確認
□情報収集

□避難・避難指示
□連絡手段の確保
□情報把握・連絡（避
難状況等）

□避難
□安否確認
□状況把握

□避難
□安否確認　本部連携
□各市町村の状況把握
□情報伝達網の確認
□拠点病院状況把握

～６時間

□大津波警報発令中
□余震発生
□火災発生
□津波により各地区が浸水
□負傷者の収容
□各地区の孤立化

□避難・避難指示
□状況把握
□連絡手段の確保
□行方不明者の情報管理
□避難所の準備・開設

□状況把握
□医療救護所開設準備
□連絡手段の確保（トランシーバー）
□資機材確保
□医薬品等確保（薬剤師会安芸支
部へ要請）
□搬送手段確保（公用車）

□避難
□避難誘導
□人命救助
□避難行動要支援者の安否
確認・応急支援
□火災消火活動
□緊急消防援助隊等の受
入・支援

□避難・避難指示（２階以上の
避難）
□状況把握
□連絡手段の確保（衛星携帯
電話）

□災対本部へ参集
□医療救護活動場所
の決定
□連絡手段の確保
□運営準備
□情報収集

□情報把握・連絡（避
難状況等）
□人命救助・避難誘導
□傷病者の搬送
□避難行動要支援者
の安否確認・応急支援
□避難所への移動

□特に支障がなければ、
最寄りの医療救護所・Ｓ
ＭＳ・医療施設で支援す
る。

□情報収集
□各コーディネーター参
集
□支部運営開始
□市町村支援開始
□災害対策支部連携

～２４時間

□津波警報解除
□浸水状況改善
□余震発生
□火災発生
□生活必需品の不足
□行方不明者の捜索
□医療従事者不足

□避難指示解除
□救援活動開始
□状況把握
□行方不明者捜索
□情報伝達
□避難所開設

□状況把握
□医療救護所開設
□情報伝達

□患者搬送
□人命救助
□応急手当
□行方不明者の捜索
□火災消火活動
□緊急消防援助隊等の受
入・支援

□ライフライン確保
□状況把握
□情報伝達
□外来患者受入

□医療救護所へ参集
□医療救護チームの
編成
□情報収集
※医療統括責任者と
して、医療活動指示

□情報把握・連絡（避
難状況等）
□人命救助・傷病者の
搬送
□行方不明者の捜索
□避難所運営

□特に支障がなければ、
最寄りの医療救護所・Ｓ
ＭＳ・医療施設で支援す
る。

□情報収集
□支部運営（ＥＭＩＳ，各
種様式からの情報集約）
□市町村支援
□ＳＣＵ設営・運営
□県医療本部に支援要
請（負傷者搬送、DMAT，
外部支援等要請）

～４８時間

□余震発生
□避難所での厳しい運営
□生活用品の不足
□行方不明者情報の問合せ
□医療従事者不足
□重傷者の容体悪化

□救援活動
□状況把握
□情報伝達
□派遣・応援要請
□避難所運営

□医療救護所運営
□情報伝達

□患者搬送
□人命救助
□応急手当
□行方不明者の捜索
□火災消火活動
□緊急消防援助隊等の受
入・支援

□ライフライン確保
□状況把握
□情報伝達
□外来患者受入

□医療救護所運営
□状況把握
□情報収集

□情報把握・連絡（避
難状況等）
□人命救助・傷病者の
搬送
□行方不明者の捜索
□避難所運営

□特に支障がなければ、
最寄りの医療救護所・Ｓ
ＭＳ・医療施設で支援す
る。

□情報収集
□支部運営（ＥＭＩＳ，各
種様式からの情報集約）
□市町村支援
□ＳＣＵ運営
□県医療本部に支援要
請（負傷者搬送、DMAT，
外部支援等要請）

～７２時間

□余震発生
□避難所での厳しい運営
□生活用品の不足
□行方不明者情報の問合せ
□受援体制の確保
□医療従事者不足

□救援活動
□状況把握
□情報伝達
□外部支援要請（県へ要
請）
□避難所運営

□医療救護所運営
□情報伝達

□患者搬送
□人命救助
□応急手当
□行方不明者の捜索
□火災消火活動
□緊急消防援助隊等の受
入・支援

□ライフライン確保
□状況把握
□情報伝達
□外来患者受入

□医療救護所運営
□状況把握
□情報収集

□情報把握・連絡（避
難状況等）
□人命救助・傷病者の
搬送
□行方不明者の捜索
□避難所運営

□特に支障がなければ、
最寄りの医療救護所・Ｓ
ＭＳ・医療施設で支援す
る。

□情報収集
□支部運営（ＥＭＩＳ，各
種様式からの情報集約）
□市町村支援
□ＳＣＵ運営
□県医療本部に支援要
請（負傷者搬送、DMAT，
外部支援等要請）


